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【学 校 教 育 目 標】自分の可能性を信じ、新しい時代を心豊かで明るく、たくましく生きる生徒の育成 

 【キーワード】考え動く・・・『考動』                文責：湊口 

   
  
 ２０２５年、令和７年が始まりました。過去の年号に換算すると、平成３７年、昭和１００年にあ

たります。また、別の言い方をすると、へび年、「乙巳(きのとみ)年」です。この乙巳年は、 

「再生や変化を繰り返しながら柔軟に発展していく」年とか、「努力を重ね、物事を安定 

させていく」年とされています。困難な状況でもあきらめずに努力し、最終的には大き 

な成果をつかむことができる、そんな年だと言われています。つまり、「自分が目標を 

掲げ努力を続けてきたことを、より一層頑張ると良い」ということですね。 

「なかじま Mind」の「ま」を大切にする年です。 
  

☆３学期は重要です！☆ 
 ３学期の捉え方は２通りあるように思えます。１つ目は、１年間のまとめの学期として、４月から

の自分のことを振り返り、できるようになったことや反省することを明らかにし、自身で足りないと

思うことを補い、１年間を「総括する」という捉え方です。２つ目は、４月からの高校生活や新しい

学年に向けての準備をする『０学期』として過ごすという捉え方です。どちらの捉え方をしても、こ

れまでの自分のことを振り返ることが求められます。このことを考えると、結局は同じなのではない

かと思います。２学期の終業式では、その振り返りをしましょうと伝えたのですが、生徒の皆さんは

どんな振り返りをして、３学期につなげたのでしょうか。 

また、３学期は、大変重要な学期だというのに、とても短くあっという間に過ぎ

去ってしまう学期です。今年度のキーワード考え動く『考動』のもと、３学期が始

まった今、何か動き出している人は良いのですが、まだの人は、周囲を見渡し少し

慌てて活動を始めましょう。春にきれいな花を咲かせるためには、厳しい寒さが必

要と言われています。つまり、苦手なことや苦しいこと、つまらないことでも根気

強く取り組むことこそが、次の成長につながるのです。更に、もっと大きく成長す

るためには、その人にあった努力や積み重ねをすることも大切です。自分の目標の

姿と現在の姿の間の差をはっきりさせて、次に頑張ることや目標を決めて勉強や運

動に取り組むようにしましょう。 

以前紹介しました『チャンスは準備ができている者のもとにやってくる』という言葉があります。

最後に笑うためにも、また、新しい学校や学年のはじめにあたり、よりよいスタートが切れるよう、

３学期の残りの日々を大切に過ごしましょう。 
  

□『栄光の記録』□ 
【校内書初め大会】 
       入 選 １年１組  新道 ゆりか   谷口 なる花   中村 結愛 
                 森村 晴真    杉森 依颯 
           ２年１組  芦本 杏樹    岩城 蒼介    菊澤 光 
                 杉木 穂美    中村 渚 
           ３年１組  髙澤 一雅    多賀 彩樹    宮田 健豊 
           ３年２組  中村 心優    山岸 晴子    山本 彩夏 
【七尾市読書感想画コンクール】  
                 優秀賞   １年 杉田 菜穂 
                       ２年 芦本 杏樹 
                 優良賞   ２年 谷口 璃子 
【税についての作品 書道の部】  
                 金 賞   ２年 芦本 杏樹 
                 銅 賞   １年 谷口 なる花 
                 佳 作   １年 中村 杏心 
                       ３年 髙澤 一雅  ３年 宮田 健豊  
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☆今年の抱負を漢字で表すと…『進』☆ 
 生徒の２０２５年の抱負を漢字一文字で表している学級がありました。「高」「叶」「笑」「健」「努」

「羽」・・・等々、本当に様々でしたが、受験を意識した３年生、今年の自身のレベルアップを目指し

新しいことに挑もうとする生徒等、生徒の思いが込められた一文字であることが伝わります。 

では、学校全体としての漢字一文字は何かと考えてみました。その結果、やはり『進』が適切だと

思います。能登半島地震の発災以降、通常の学校生活に戻すことに力を注いできましたが、さらに、

歩みを進めるとともに、復旧の段階でとどまらず、「復興」を目指して進んでいかなければならないと

感じています。生徒数が少ない学校ではありますが、それを良さと考え、中島中学校らしく、生徒も

学校もコツコツと前に進んでいくことこそが、今年の本校の求める姿だと思います。 
  

□保護者の皆様へ□ 
１ 生徒の送迎 について 

   悪天候時の生徒の登下校は、車での送迎が増えます。今年は積雪が多いと言われています。 

積雪時の道路状況は、震災の影響による悪路もあり、注意が必要です。十分お気を付けください。 

また、本校駐車場についても同様です。多くの車で込み合うことが予想されます。生徒の安全確保の 

ため、以下のご協力をお願いします。 

     ◇「駐車場内の一方通行(入学時説明)」にご協力ください。 

     ◇駐車スペースは、正面玄関に向かって、右側が中学校使用駐車場です。 

（左側は、地域づくり協議会及びコミセン、興能信用金庫に御用の方の駐車場です。） 

駐車場内では、他の車や乗降中の生徒等に、十分気を付けてください。 
  

２ 自転車通学 についての注意    

本校生徒の中に、多少の雨風に負けず、自転車通学をする生徒がいます。たくましくて頼もしく感じ

ますが、安全について十分に配慮してほしいと思います。積雪時・凍結時の自転車通学は禁止ですし、

風雨の場合は下向きに運転することが多くなりますので、ご家庭でも注意をお願いします。 
  

３ インフルエンザ等の流行 についての注意 
２学期末から、インフルエンザ及びコロナの感染者が増加しています。七尾市内や石川県内で拡大し

ている状況が聞こえてきます。３年生は受験を迎える大切な時期です。学校内で感染拡大がないように、

予防対策に心がけ、体調不良の場合は無理をせず、病院を受診するようにお願いします。 

なお、受診結果については学校へ連絡いただきますようにお願いします。 
 

４ 松山市立中島中学校より年頭のご挨拶 について 
昨年中に、１年生がオンラインにて、それぞれの中島町の紹介を行い、また、松山市の小中学校の先

生方が七尾市中島町を訪問してくださいました。その際、松山市立中島中学校から校長先生及び２名の

先生が来校され、本校や生徒の様子を伝えてくれたようです。全校生徒の皆さんから本校生徒に向けた

メッセージが届きました。 
  

５ ３年生の保護者の皆様へお知らせ 
（１）  令和７年度七尾市奨学金の申請について 

   七尾市では、有為の人材を育成することを目的に高等学校への入学時に奨学金を支給する「七尾市奨

学金制度」があり、支給対象、申請方法などを記載した案内を配付しました。ご確認ください。 

     ◇申請希望の場合：１月２４日（金）までに中学校 教頭まで電話で申し込むこと 

     ◇支 給 金 額：対象者 1人につき 5万円（１回のみ） 

 （２） のと鉄道『受験生応援』 

   のと鉄道さんより、能登半島地震の影響を受けた沿線の受験生を励ますため、応援メッセージをまと

めた小冊子と乳酸菌飲料の入った「合格応援セット」を３年生全員分いただきました。冬休み中に届い

たのですが、勉強のため登校していた３年生が代表で受け取りました。※後援企業：ＭＲＯ、キリン 
 
- 

   
 ～親と子のなんでも電話相談室～ 

TEL ０７６７－５２－０７８３ 
受付時間： １３：００～１６：００（月曜～金曜） 
相談内容： 悩んでいること、困っていること 
＊匿名でのお電話で構いません。秘密は守ります。 

～オアシスライン担当～  

 

 前号の学校だよりで、本校の生
徒は、地域の方々に応援されてい
ると記載しましたが、今回、のと鉄
道さんからもご支援をいただき、
改めて地域に期待される子ども達
なのだと実感しました。感謝の気
持ちを持ち、地域に貢献する大人
に成長してほしいと願います。 


